
柏
谷
公
園
と
函
南
東
中
学
校
の
間
に
あ
る

向
原
の
丘
の
上
に
建
つ
六
万
部
寺
は
、
日
蓮

宗
の
歴
史
の
あ
る
お
寺
で
、
そ
の
昔
は
尼
寺

で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

六
万
部
寺
の
経
塚
に
ま
つ
わ
る
頼
朝
の
伝

説
は
様
々
あ

り
ま
す
が
、

こ
こ
で
は
六

万
部
寺
に
伝

わ
る
「
王
城

山
六
萬
部
寺

縁
起
」
に
記

さ
れ
た
伝
承

の
内
、
経
塚

と
稲
妻
堂
に

関
す
る
部
分

を
要
約
し
て

紹
介
い
た
し

ま
す
。
「
王

城
山
六
萬
部

寺
縁
起
」
は
、
今
か
ら
３
６
０
年
ほ
ど
前
の

江
戸
時
代
初
期
に
、
六
万
部
寺
を
再
興
し
た

日
了
上
人
の
求
め
に
応
じ
、
京
都
の
高
名
な

僧
で
あ
っ
た
元
政
上
人
（
が
ん
せ
い
し
ょ
う

に
ん
）
が
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
と
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。

～
頼
朝
公
経
塚
～

平
安
時
代
末
期
の
１
１
６
０
年
、
源
氏
と

平
氏
の
戦
い
で
あ
る
平
治
の
乱
で
平
清
盛
に

敗
れ
、
父
で
あ
る
源
義
朝
を
殺
さ
れ
た
頼
朝

は
、
伊
豆
に
流
罪
と
な
り
ま
し
た
。
流
罪
と

な
っ
た
頼
朝
は
、
伊
豆
権
現
（
現
在
の
伊
豆

山
神
社
）
の
妙
法
尼
か
ら
法
華
経
を
習
い
、

父
の
冥
福
と
源
氏
の
再
興
を
願
っ
て
日
々
読

経
を
怠
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
頼
朝
14
歳
の
時

で
す
。

そ
れ
か
ら
19
年
が
経
ち
、
頼
朝
は
33
歳
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
年
（
１
１
７
９
年
）
京

都
か
ら
文
覚
上
人
が
流
罪
と
な
っ
て
伊
豆

（
奈
古
谷
国
清
寺
）
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。

頼
朝
は
文
覚
に
言
い
ま
し
た
。
「
父
や
源

氏
一
門
は
平
清
盛
に
殺
さ
れ
、
私
も
京
都
か

ら
遠
く
伊
豆
に
追
い
や
ら
れ
ま
し
た
。
武
士

を
や
め
僧
に
な
っ
て
先
祖
を
弔
い
た
い
の
で

す
。
そ
れ
が
私
の
願
い
で
す
。
」
す
る
と
文

覚
は
頼
朝
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
言
い
ま
し
た
。

「
頼
朝
公
は
必
ず
天
下
の
総
大
将
に
な
る
お

方
で
す
。
そ
の
幸
運
を
捨
て
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
僧
に
な
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
」

そ
し
て
文
覚
上
人
は
、
袋
の
中
か
ら
殺
さ

れ
た
父
義
朝
の
髑
髏
（
ど
く
ろ
）
を
取
り
出

し
て
頼
朝
に
見
せ
ま
し
た
。
「
髑
髏
で
あ
っ

て
も
父
に
会
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
日
夜

法
華
経
を
読
み
願
っ
た
誠
心
が
仏
に
通
じ
た

結
果
で
あ
ろ
う
。
感
応
の
賜
で
あ
る
。
」
と

頼
朝
は
言
っ
て
涙
を
流
し
ま
し
た
。
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２
０
２
２
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
で
は
、
伊

豆
の
国
市
を
中
心
と
し
た
伊
豆
地
域
一
帯
が
、
ド
ラ
マ
の
重
要
な
舞
台

と
な
っ
て
い
ま
す
。

初
代
鎌
倉
殿
の
源
頼
朝
や
北
条
氏
に
ゆ
か
り
の
地
は
、
伊
豆
の
国
市

の
韮
山
、
伊
豆
長
岡
地
区
以
外
に
も
伊
豆
と
そ
の
周
辺
に
数
多
く
存
在

し
て
い
ま
す
。
お
隣
り
の
三
島
市
に
は
、
三
島
大
社
、
願
成
寺
、
法
華

寺
な
ど
が
あ
り
、
我
が
函
南
町
に
も
高
源
寺
（
桑
原
）
、
北
条
宗
時
・

狩
野
茂
光
の
墓
（
大
竹
）
、
仁
田
忠
常
の
墓
（
仁
田
）
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
で
は
、
こ
こ
柏
谷
に
は
何
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
、
こ
こ
柏
谷
で
、
「
『
鎌
倉
殿
の
13
人
』
ゆ
か
り
の
地
」
を

探
し
て
み
ま
し
た
。

六
万
部
寺

柏
谷
で
探
す
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」

～
鎌
倉
殿･

源
頼
朝
ゆ
か
り
の
地
を

こ
こ
柏
谷
で
探
し
て
み
ま
し
た
～

寺に伝わる源頼朝像

六万部寺の経塚

桑原薬師堂 ～里人の厚い信仰心によって守られた仏像群～
桑原の長源寺の境内に薬師堂はあります。
明治初期に起きた廃仏毀釈（仏教を排除しようとする運動）により、桑原にあった

新光寺、平清寺が廃止されたため、寺にあった多くの仏像が同地区内の高源寺や
長源寺に移され守られました。その後、廃仏毀釈の動きも収まった明治の終わりに
なり、これらの仏像群の散逸を防ぎ、後世に保存継承していくため、桑原の有志に
より、長源寺境内の山の中腹に薬師堂が建てられました。
薬師堂に納められた仏像群の内、「阿弥陀三尊像」は、源頼朝の義父である北

条時政が、石橋山合戦で死亡した息子の北条宗時慰霊のため、慶派の仏師であ
る実慶に造像させたと考えられています。
桑原区では、平安時代の「薬師如来像」や鎌倉時代の「阿弥陀三尊像」など二十

四体の貴重な仏像群が、里人の厚い信仰心に支えられながら守られてきました。
二十四体の仏像群は、平成20年に桑原区から函南町に寄付され、平成24年に

開館した「かんなみ仏の里美術館」に展示されています。
かつて堂内にあった仏像の写真が
飾られている現在の薬師堂の内部

区外でも探しました！

翌
年
、
頼
朝
は
伊
豆
権
現
に
い
た
僧
の
学

淵
（
が
く
え
ん
）
を
招
き
ま
し
た
。
頼
朝
は

「
私
に
は
願
い
事
が
あ
り
、
法
華
経
１
０
０

０
部
の
読
経
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

や
っ
と
８
０
０
部
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
れ
を
祝
い
た
い
の
で
す
。
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
」
と
学
淵
に
尋
ね
ま
し
た
。
学
淵
は

「
そ
れ
は
良
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
な
た

は
、
武
運
の
神
、
八
幡
大
菩
薩
の
子
孫
で
あ

り
、
法
華
経
の
信
者
で
も
あ
る
。
東
武
士
を

率
い
て
平
氏
を
滅
ぼ
す
、
今
が
そ
の
好
機
で

す
。
こ
れ
は
法
華
経
を
８
０
０
部
読
経
を
し

た
功
徳
で
あ
る
。
」
と
答
え
ま
し
た
。
頼
朝

は
こ
の
後
、
僧
と
共
に
読
経
を
続
け
、
６
万

部
に
至
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
記
念
し
て
、
こ

の
偉
業
を
示
す
事
物
を
納
め
た
経
塚
を
こ
の

地
に
築
き
ま
し
た
。

こ
れ
が
、
六
万
部
寺
経
塚
の
由
来
で
す
。

経
塚
は
、
六
万
部
寺
の
山
門
を
入
っ
た
正
面

に
あ
り
ま
す
。

～
稲
妻
堂
～

六
万
部
寺
の
山
門
を
入
る
と
左
側
の
一
段

上
が
っ
た
場
所
に
「
稲
妻
堂
」
が
建
っ
て
い

ま
す
。
稲
妻
堂
に
関
す
る
頼
朝
と
の
関
わ
り

を
「
六
萬
部
寺
縁
起
」
で
は
、
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
ま
す
。

六
万
部
寺
の
北
東
に
城
山
と
い
う
山
が
あ

り
ま
し
た
。
頼
朝
は
時
々
こ
の
山
に
登
っ
て

遠
く
を
眺
め
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
稲
妻
ヶ

池
と
い
う
蓮
華
の
花
咲
く
青
く
澄
み
き
っ
た

池
が
あ
り
、
昔
々
神
で
あ
る
龍
が
池
の
中
で

と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
あ
る

日
、
頼
朝
の
と
こ
ろ
へ
婦
人
に
化
け
た
龍
が

や
っ
て
き
て
、
「
成
仏
で
き
ず
に
あ
の
世
で

苦
し
ん
で
い
ま
す
。
」
と
告
げ
ま
し
た
。
頼

朝
は
「
私
は
六
道
衆
生
（
ろ
く
ど
う
し
ゅ
じ
ょ

う
）
の
た
め
に
法
華
経
を
読
経
す
る
。
こ
れ

を
よ
く
聞
く
こ
と
だ
。
あ
な
た
の
苦
し
み
を

取
り
除
く
た
め
に
は
他
に
方
法
は
な
い
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
龍
は
つ
い

に
成
仏
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

こ
の
龍
を
こ
の
地
に
お
祀
り
し
て
「
稲
妻
大

明
神
」
と
名
付
け
た
。

稲
妻
堂
の
中

に
は
、
稲
妻
大

明
神
の
像
が
祀

ら
れ
て
お
り
、

日
々
読
経
が
あ

げ
ら
れ
大
切
に

さ
れ
て
い
ま
す
。

柏
谷
の
地
神
様
は
、
東
中
の
東
側
の
小
山

の
上
に
あ
り
ま
す
。
長
寿
会
作
成
の
縁
起
札

に
は
、
「
文
覚
尚
人
が
源
頼
朝
を
伴
っ
て
、

こ
の
場
所
か
ら
富
士
山
を
展
望
し
、
『
天
下

人
た
る
者
は
、
あ
の
富
士
の
様
に
泰
然
と
し

て
人
々
か
ら
畏
敬
さ
れ
る
仁
徳
を
持
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
』
と
教
え
た
。
」
と
、
文

覚
上
人
と
頼
朝
の
関
係
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

縁
起
札
に
は
続
け
て
「
後
に
文
覚
ら
し
き

怪
僧
が
、
水
利
法
を
教
え
、
荒
地
を
水
田
に

変
え
、
収
穫
を
数
倍
に
し
た
。
そ
の
怪
僧
は
、

死
後
、
地
神
と
し
て
埴
安
之
神
と
共
に
祀
ら

れ
た
。
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
生
前
、

怪
僧
は
こ
の
丘
に
立
ち
、
田
に
映
る
美
し
い

月
を
見
て
「
故
郷
の
よ
う
だ
」
と
大
層
喜
ん

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
現
在
、
地
神
様
に
立

つ
石
碑
に
は
、
「
埴
安
命
（
は
に
や
す
の
み
こ
と
）
」

と
彫
ら
れ
た
字
の
上
に
、
「
○
」
が
彫
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
田
に
映
る
月
を
表
わ

し
て
い
ま
す
。

※
地
神
様
の
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
掲
載
の
広
報
柏
谷
第
14
号
「
地
神
様
を

知
っ
て
い
ま
す
か
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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蛇ヶ橋
～下田街道沿いに残された伝説～

源頼朝は、源氏再興
祈願のため三島大社
に足繁く参詣しました。
頼朝の三島大社参詣
にまつわる伝説は、下
田街道沿いに多く残さ
れており、蛇ヶ橋に伝
わる話もその一つです。

「三島大社参詣の帰り
道、現在の函南町間宮あたりで大雨に遭い、狩野
川の支流に架かっていた橋が流されため、頼朝が
川を渡れずに困っていたところ、一本の丸太が流れ
着いた。頼朝は、丸太を橋代わりにして急いで向こ
う岸へ渡った。渡った川を振り返ると、丸太は大蛇と
なって流れていった。」

三島大社参詣途上の伝説は町外にも多くあります。

妻塚（さいづか）観音堂 ［東本町］ ･･･ 大庭景親が
頼朝と間違って自分の妻を斬ってしまった。

間眠（まどろみ）神社［東本町］ ･･･頼朝が、百日祈
願の途中、祠の松の下で仮眠をとった。

手無（てなし）地蔵 ［中］ ･･･ 頼朝が、まとわりつく
怪しい女の片腕を刀で切り落としたところ、
女は地蔵だった。

右内（うない）神社［梅名］ ･･･ 手洗い水がないため、
頼朝が薙刀で参道の地面を突いたところ
水が湧き出した。

地
神
様

土盛

石室

五輪塔

経筒

･法華経
･六万部
読経し
た記録

経塚の
イメージ

※六万部寺の経塚は未発掘です

山門を入って左側にある稲妻堂稲妻大明神の像

区外でも探しました！

「○埴安命」と彫られた石碑

（
栗
青
小
）


